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１０月の暦

10/6(土)職務会14：00～

※家庭保育のご協力お願いします。

10/8(月)体育の日（休園）

10/11(木)運動会リハーサル

10/18(木)お弁当会

運動会リハーサル

10/20(土)職務会14：00～

※家庭保育のご協力お願いします。

10/27(土）ピクニック兼運動会

場所：末吉公園～9：00集合
雨天時は安謝小学校体育館を予定しています

恒例の夕涼み会(保護者会主催）も終わり季節が変わりますね

スコールの多かった今年の夕涼み会の後、口頭でも、とても素敵なコメントをたくさん頂きました。

ひとつ共有したいとおもいます。

「雨の中でも、思いっきり楽しい気持ちと持てることを、子どもたちから思い出させてもらいました。

大人になって、こんな大切なことを忘れてしまっていたんだなぁ・・・としみじみ感じます。

家に帰ってあったかいお風呂の中で夕涼み会の話しをたくさんしました。良い思い出になりました。

パパらサンたちの少年の笑顔かわいかったですね。」

・・・なんて素敵なコメントだろうと私の心はほっこりしました。風のうた保育園の保護者さんたちと一緒に子どもたちの成

長を見守れる事を幸せに思います。

保護者役員の方はアンケートの処理や反省会をもち次年度へ向けて進化の道を歩んでいます。役員さんの口癖は

「全ては子どもたちの笑顔の為に･･･」本当にお疲れ様です。ありがとうございます。」

「保護者会主催」は保護者会「役員主催」ではありませんよ～とお伝えしながら10回目を終えました。

すべての大人の合言葉もまた、「子どもたちの笑顔のために」であると信じます。

次は園行事「ピクニック兼うんどう会」が近づいています。子どもたちは、毎日を全力で楽しんでいます（発達しています）

大人も一緒に喜び合いましょう(^o^) ｍｉｎｅｋｏ

うさぎ組

リュウ・ムジ さん

山室 柊優（しゅうや）さん

かんがるー組

平良 日陽（ひなた）さん

武藤 隼乃丞（しゅんのすけ）さん

上原 翔愛（とあ）さん

松田 奏汰（かなた）さん

らいおん組

尾﨑 未來（みく）さん

西里 咲菜(さな）さん

くじら組

島袋 琉生（りゅうせい）さん

比嘉 心音(ここね）さん

與儀 莉愛（れいあ）さん

桃原 結生（ゆい）さん

10月生まれ

スイミングスクール
（3歳以上の希望者）

スイミングスクールと保護者との直接契約です

※希望者は保育士へ問い合わせて下さい

５日 ・ １２日・１９日・２６日

ひよこ組

お泊まり保育のお知らせ

（幼稚園にじ組）

お泊まり保育の日程が決まりました。

日時：11月9日(金)～10(土）

※10日(土）は、11時にお迎え

お願いします。

詳細は、後日ご連絡致します。

※保育参加について

保育参加希望の方は事務所へご連絡下さ

い。随時受け付けています。

個人情報により

削除させて頂きます。



ひよこ組

うさぎ組

らいおん組

ようちえんんじ組

かんがるー組

くじら組

日が沈むのも早くなり、秋が感じられるこの頃。らいおん組にぐ

るぐるリレーのお手本を見せようと、くじら組さんの力を借り、

東原公園で練習をしました。初めてやるのでわからない事が多く、

少し戸惑いがあったらいおん組に「○○ちゃんは白チームだから

あっちに並ぶんだよ」「次○○くんの番だよ」「おいで、ここだ

よ」と優しい言葉掛けで教えている姿がありました。その優しい

言葉掛けでらいおん組さんのやる気も奮い立たせていましたよ。

「教える」ということは自分もわかっていないといけないし、わ

かていてもなかなか声に出せなかったり、教え方が雑になったり

することもあるはずですが、くじら組の子どもたちは、優しい言

葉できちんと相手に「伝える」ということが出来ていて。とても

感動しました。時には、小さい先生にもなるこどもたち。小さい

先生になっておしえることで、自分自身に自信が持てるように、

私たちも見守っていきたいと思います。

園庭で砂遊びをして楽しむうさぎ組さんですが、最近は年上のお

兄ちゃんたちの影響で園庭のだんご虫を見つけて喜ぶ姿が見られ

ます。虫を捕る為の容器とスコップを持ってきて自分の見つけた

虫を捕っていく子ども達。一人が取り始めるとまわりの子もどん

な虫がいたのか、一緒になってのぞいたり、捕まえたりしていま

す。軽い植木鉢を動かして虫がいないか探す姿はまさに虫取り名

人です。この間一人のこが上を向いて何かをずっとみていたので、

その子の目線を追うと木にハトが止まっていました。ハトは全く

動かず枝や葉に紛れてわかりずらかったのですが、その子は自分

が満足するもでハトを見ていました。大人がいつも見ている風景

でも、子ども達は全身で感じ取って楽しんでいます。雨上がりの

水たまりに足を入れて水しぶきを楽しんだり、突然の強い風に

「おお～」と声を上げてお友達と顔を見合わせて笑ったり、落ち

ている石や枝を宝物のように集めている子ども達。そんなステキ

な感性を大切にしていきたいと思います。

牛乳パックつみ木を重ね繋げ楽しむ子ども達。一本橋では上手に

バランスを取りながら歩く子の姿も見られますが途中でバランス

を崩し落ちてしまったり、少し怖くて渡るのに勇気がいる子、

様々です。渡るのを躊躇していたり、落ちてしまったりする子に

「大丈夫？？出来ない？！手伝う？！」と声を掛けたり、手を添

えて一緒に歩いてあげたり･･･手を持ってあげても自分のペースで

進んでしまう為、途中で落ちてしまっていたので「ゆっくりね」

「お友達に合わせてあげてね」と言うと、回を重ねる度、お友達

のペースに合わせる事が出来るようになっていますよ。子ども達

の「お友達が困っている、助けてあげよう！！」という気持ちや、

相手のペースに合わせる等、思いやる心の成長を感じています。

運動会での合同練習やリハーサルの時、園長先生たちから「見ら

れている緊張をしながらも一人でやる！！」とがんばる心も見せ

てくれました。運動会ではさらに大勢の人の中、緊張するとは思

いますがどんな姿を見せてくれるか、楽しみですね。大人の柔ら

かい広い心の目で応援宜しくお願いします。

いろいろな事に興味を持ち、遊び方も広がっています。お兄さん、

お姉さんたちが“花コマ”を口で吹いて遊ぶのを真似て遊んでみた

り、時には思わぬ遊び方をしています。水道の水を“花こま”に当

てくるくる回して遊ぶ子、吹いて回すだけでなく、他の方法はな

いのか？きっと自分なりに考えていたのでしょう。やってみた

い！やってみよう！どうやって？どうなるの？子ども達の頭の中

は不思議でいっぱいです。そんな子ども達の好奇心や考える力、

探求する力を私たちは大事に育んでいきたいと思います。そして、

保護者の方とも共有し、楽しんでいきたいと思います。

天気や体調が崩れがちだった先月、室内で過ごすことが多かった

子ども達ですが、好きな遊びを継続して取り組む事で、色んな成

長の姿を見ることが出来ました。朝の登園時間帯、夕方の降園時

間帯、または室内での活動の時間帯にいくつかの遊びのコーナー

を子ども達と相談してオープンし、その中から自分が好きな遊び

を選択して遊べる時間を設けています。そのコーナー遊びの中で

今、にじ組の子数名がはまっているのが、色ぬりをしたイラスト

の切り抜きです。始めは“切ること”が目的で一生懸命、線に合わ

せて切っていました。ただただそれが楽しくて、色ぬりしては切

手を繰り返しているうちに、細かな部分やカーブの部分も上手に

切り抜けるようになり、今度はその切ったイラストの昆虫や恐竜

を動かして演じ、お友達とのごっご遊びへと発展させています。

ぬりえや切り抜きで指先の細かな動きをする筋肉(随意筋)の発達を

促しながら、その作品を使って表現する楽しさへと繋げています。

他のコーナーでも遊びを繰り返し積み重ねる中で身体的な発達を

促すだけでなく、考える力、粘り強く挑戦する力、表現力、コ

ミュニケーション力など様々な力を身につけていますよ！これか

らも、子ども達が主体的に関われる環境（遊びのコーナー）を整

えながら成長を見守っていきたいです

日中はまだまだ暑い日が続いていますが、朝夕は過ごしやすい気候に

なってきました。季節の変わりめは、鼻水の多い子が目立ちます。夏

の疲れで体調不良を起こしやすく感染症には十分気をつけていきたい

ですね。

★自分の顔写真が貼ってあるフックに掛けられた袋にお着替えやタオ

ルを入れる練習をしています。フックの顔写真を見ては、自分の鼻を

指差し「自分の物」という動作をします。何度も何度も楽しそうに写

真と鼻を指指しています。(そういう認識をしながら自分のフックに保

育士と一緒にお着替えを入れています。）

★また、保育室では、おもちゃを押したり引っ張ったりして“押

す”“引っ張る”を楽しんでいます。

★絵本の“やさいやさん”を真似てすぽ～んと野菜を抜く動作はとても

可愛らしいですよ。

子ども達は、日常の中のすべてのことから（あそびを通して）学んで

います。「遊びは人生の練習そのもの」と言われています。

その練習というのが、目の前にあるもので、こんなあそびができるん

ではないか？と企んでそれをつくり上げていくことです。遊びはこの

ように創造的です（楽しそうです）そんなこんなが行事の演目となっ

てお披露目へと繋がります。今月末の運動会でも成長している姿を一

緒に共有しながら子ども達の豊かな表情を楽しみたいと思います。


